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人間は、自然に備わった一連の能
力、機能を持って誕生します。しか
し、洗礼を受けると同時に恩恵と共
に、信仰、希望、愛という対神徳も
いただきます。こうして超自然の生
活を営むことが出来るようになりま
す。しかし、自然徳であれ、超自然
徳であれ、徳とは出発点のようなも
のであって、自らの努力と神の助け
によって獲得すべき物を手に入れる
ための手段なのです。罪の重大さを
理解するには、超自然徳の光を受け
て生活を見直し、神の愛の深さを知
る必要があります。

神は、永遠の昔からわたしたちのこ
とを考えておいでになります。しか
し、神の思いに過ぎなかったわたし
たちをこの上なくお愛しになった結
果、生きる者にしてくださいまし
た。神の愛は非常に大きく、人間の
力の及ばないことでもすぐ実現なさ
います。わたしたちがどれほど強く
望んだとしても、存在しないものを



存在させることはできません。いつ
か実現するだろうと期待し、希望す
るほか、仕方がないのです。しか
し、神にあっては、様子は異なりま
す。神はお愛しになると、非常な力
でお愛しになるので、生命さえお与
えになります。これがわたしたちの
存在することの理由です。わたした
ちを愛する神の愛、それこそわたし
たちが存在する理由です。神の愛こ
そ、思いにすぎないものを存在にま
で導くことのできる唯一の愛です。
「神は言われた。『我々にかたど
り、我々に似せて、人を造ろう。そ
して海の魚、空の鳥、家畜、地の
獣、地を這うものすべてを支配させ
よう』」（創世記1・26）。

こうして、神はわたしたちをご自身
の似姿としてお創りになりました。
わたしたちが神を知り、お愛しする
ことにより、わたしたちが幸せにな
れるためです。それは神のかたわら
で永遠に楽しむ幸せであり、あの使



徒でさえ、次のようにいわざるを得
なかったのです。「目が見もせず、
耳が聞きもせず、人の心に思い浮か
びもしなかったことを、神は御自分
を愛する者たちに準備された」（コ
リントの信徒への手紙一2・9）。

神はわたしたちを死ななくてもいい
ようにし、恩恵と賜物で満たしてく
ださいました。しかし楽園で不従順
の罪を犯し、肉体の不死と霊魂の恩
恵を失ってしまいます。ところが、
わたしたちをお見捨てにならず、罪
を犯した人間が償いをするようにと
望まれました。しかし、それは不可
能なことでした。原罪を犯した後の
人間は、自分の力だけで元の秩序を
とり戻すことは出来なかったので
す。その時、神の御子が処女マリア
の胎内で人となられました。全被造
物が経験する苦労や仕事や死を、身
をもって経験することにより、神の
御子ご自身が、原罪によって生じた
負債を支払うためでした。十字架上



で死去されることで、わたしたちを
赦し、すべての人間の罪の贖うため
の生け贄として、ご自身を御父に捧
げられたのです。

罪とは何でしょうか。先に述べたよ
うに、イエス・キリストの犠牲を軽
視、軽蔑することだと言えます。わ
たしたちをお創りになった神の愛、
わたしたちを存在させてくださる神
の愛、神の御子の受肉（託身）、イ
エス・キリストの何十年にもわたる
労働の生活、神の御子の隠れた生
活、マリアとヨセフに従っておられ
た三十年間、十字架上の死、こうい
う事をすべて忘れてしまうこと、そ
れこそが罪です。

罪の醜さを理解しない人がいるの
は、神を見ないで自分自身を見、過
失があたかも過失を犯した時に感じ
る気持次第であるかのように振舞う
からです。神を侮辱したかどうか
は、自分の嫌悪感や、しまった、と



いう気持の回顧ではなく、神から離
れたかどうかにかかっていること、
これを忘れ去っているのです。主日
や守るべき祭日にごミサにあずから
ない時、神にそむいたと後悔しなが
ら眠りにつくことでしょう。しか
し、同じ事を何度か繰返している
と、だんだんと慣れに陥ってしまい
ます。初めて掟を守らなかった時ほ
ど良心の痛みを感じなくなります。
しかし、たとえ悔恨と後悔を感じな
くなったとしても、罪が軽くなった
わけではありません。

罪の重さを計る秤は、心の中で感じ
ることや外面に表われる気持ではあ
りません。罪の重さの物差しとは、
過失によって生まれる個人的な印象
ではなく、神がそれについてどう言
われるかなのです。大罪であれ小罪
であれ、常に神を侮辱することにな
ります。しかし、たいてい感覚的に
感じることは少ないものですから、
万一、神との関係を、呵責を感じる



か感じないかによって判断すること
に慣れてしまうと、犯した過失はた
いしたことではなかったとか、それ
ほど重大でなかったという結論にな
ることが多くなり、少しずつ良心を
歪めてしまいます。このようにし
て、わたしたちを本当に幸せにする
ことのできる唯一の御方から、少し
ずつ遠ざかってしまうのです。
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